
第46回大会〕 家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係

　2Xp-2　　勤労者の労働時間は心身の健康と家庭生活にどのような影響をおよぼすか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一東京都における1992年調査を基に（第２報）

　　　　　　○共栄学園短大生活学科助手　山田祐子　　女子栄養大学（非）三善勝代

　【目的・方法】第１報に同じ。本報告では勤労者の家庭生活に焦点をあて、労働時間と家
事・育児時間の量的な関係について述べるとともに、個人調査票の自由記入欄の分析を通

じて、質的な側面についても触れる。
　【結果】①平日の家事・育児時間は男性より女陛が長く、また男性は年齢による差が見ら
れなかったのに対し、女性では30歳代から長くなる傾向が認められた。②家庭不在時間や
実残業時間と家事・育児時間との間には、男性については相関がなかった。女性について
は、前者が長くなると後者の「２時間以上」層の割合は縮小するものの、「30分未満」の
層が増えるわけではなかった。つまり労働時間と家事・育児の役割の間に直接的な関係は

なかったと言える。③自由記人欄には、「仕事量が多いので、家庭はまるで母子家庭のよ
うになっている」、「家庭を犠牲にしている」、「もっと家庭を大切にしたいと思うがそ
うも行かない」、「夫の仕事量が多いので心配」というような、職業生活が家庭生活にし
わ寄せを与えているといった訴えが見られた。また、結婚・出産・子育てと仕事の両立の
難しさを指摘する女性も多く、中には「結婚後も仕事を続けるつもり。出産のために仕事
をやめ、収入がなくなるのは食わせてもらうことになって嫌なので、子供は欲しくありま

せん」との記述もあった。

2Xp－ ３ 働く女性のライフスタイルと生活設計一看護婦の場合一

第3報　人づきあいについて

　　大阪樟蔭女大学芸　○伊海公子　　大阪城南女短大（非）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　大阪樟蔭女大学芸

喜多智子

一棟宏子

目　的：本研究は。看護婦等を対象に、働く女性の家庭生活における間題点を考察し、生

活m境改善に寄与しようとするものである。今回は、人づきあいの実態について報告する。

方　法：家族・居住条件により対象を。単身居住者（423件）’、未婚で家族と同居している

者（348件）、既婚者（332件）の３グループに分類、生活実態と意識を分析する。

結　果:1）血縁関係について。全般に「親子・兄弟など近親者」は大切に思い、そのっき

あいは頻繁で、困ったとき買い物や使い走り。かたづけや掃除や洗濯、料理などに対する

手助けや介護を頼みたいと信頼しているが。「その他の親戚」とのっきあいは用事の時だ

け会うやほとんど会わないと消極的で手助けに対してもあまり期待していない。しかし、

４割強の人は大切に思うと回答している。2)近隣などいわゆる「地縁関係」とのっきあい

は概して消極的で、手助けへの期待も低い。しかし、既婚者では、他に比べると近隣との

っきあいや自治会への参加の機会は多くなる。3）友人づきあいにっいて、未婚奢は既婚者

に比べて積極的であり、大切に思う比率が高い。また、手助けに関しては、既婚者では買

い物などの使い走りを頼む程度なのに対して、未婚奢では料理や掃除等も加わっていた。

4）余暇について、３グループとも。現在の余暇活動への参加者は２割前後と少なく。他の

働く女性より厳しい勤務条件がうかがわれるが。７割が何かを始めることを考えている。
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